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家庭用 


A イブリツド加湿器 

UHM-400 1 


取扱説明書 



•このたびは、お買い上げいただきまことにありびとうございます。 
•この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。 

•ご使用の前に「安全上のご注意」を必ずお読み< ださい。 

•この取扱説明書はお使いになる方びいつでち見ることびでさる 
よう大切に保管してください。 















本機の特長と加湿のしくみについて 

この加湿器は「加熱」+「超音波」による八イブ U ッドタイプです。 


•雑菌の 繁殖を抑制ずる銀イオン水で水がきれい。 

※試験方法：加湿器内の水の生菌数を測定※当社調べ 

•銀 系抗菌剤配合でタンクとボディがされい。 

※試験方法 ： JIS Z 280] (フィルム密着法） 

※試験機関：（財）曰本納績検査協会 

参 室温を下げません。やけどの / D 配がありません。 

約己〇むに暖められた水び、超音波振動により霧状になって、室内を加湿します。 

•加熱 式に比べて静か。 

水を沸騰させることなく、超音波振動で水を霧状にして加湿するので、沸騰する音びしません。 

•イオン 交換樹脂フィルターで、水道水に含まれるカルシウム分やマグネシウム分を 
取り除き、"白い粉"を付着しにくくします。 

加湿器から発生する霧び蒸発すると、加湿器周辺に白い粉状のものびでさることびあります。 
これは霧（水道水）に含まれるカルシウムやマグネシウム等のミネラル成分で、人体には無害です。 
ただし、家具や電気製品•精密機器などの近くで使用したりすると、動作不良や故障、 

家財をいためる原因となる場合びあります。 

白い粉び付着した場合は、すぐに水に浸した柔らかい布を固くしぼって拭さ取ってください。 

白い粉び目立つとさは、ご使用の環境に合わせて加湿量や吹出□の向さを変えてお使いください。 
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凌全上のごま意 


ご使用になる前に、この r ま全上のご注意」 をよくお読みのうえ正しくお使いくだ 
さい。ここに示したミち意事項は、お使いになる方や他の人々への危害や損害を 
未然に防止するためのもので、「警告 J 「ま意 J の2つに分けて説明しています。 
いずれを安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。 


——么警告- 

誤った取り扱いをずると、人び 
死 t または重傷を負ラ可能性び 
想定される内容を示していまず。 


— A 迁后、 -^ 

誤った取り扱いをずると、人び 
けびをしたり、物的損害の発生び 
想定される内容を示していまず。 

V_/ 


^—図吕の忌、味-^ 

& してはいけなし'叩禁止」内容です。 が しなければならない「強制」内容です。 

V_ J 




•改造は しない。 

また修理技術者 m 外の人は、分解•修理をしない。 

火災•感電*けびの原因になります。 

※修理はお買い上げの販売店またはアイリスコールにご相談ください。 


•電源 コードや差込プラグを傷つけたり、無理に巧ばたり、無理に引っ張ったり、 
ねじったり、束ねたり、重いものを載せたり、挟み込んだりしない。 

破損し、火災•感電の原因になります。 

0 

禁止 

•電源 コードや差込プラグを傷つけたり、コンセントの差し&みびゆるいときは 
使用しない。 

乂災-感電の原因になります。 

•交流 1 oovm 外では使用しない。 

乂災-感電の原因になります。 


参 子供だけで使わせたり、幼児の手の届く場所やぺットの近くで使用しない。 


けびや感電の危険びあります。 


•加湿 吹出□か5噴屬される霧は吸入しない。 


健康を害する恐れびあります。 
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を 

• 加湿吹出□か5絶対に給水しない。 

故障や感電の原因になります。 

•濡れた 手で差込プラグの抜き差しをしない。 

感電の原因になります。 

•テレビ、 ステレオ、ホットカーペットなど、電気製品の上で使用しない。 

水びこぼれると故障や感電の危険びあります。 

•運転し なび！5 メンテナンスをしない。 

感電の危険びあります。 

♦本体 や電源コード、差込プラグを水に浸けたり、水洗いしない。 

故障や感電の危険びあります。 

〇 

必ず実施 

•お 手入れや点検、移動の際は、必ず差込プラグをコンセントか5抜く。 

感電やけびの原因になります。 

•差込 プラグのほこりは定期的にとる。 

ほこりびたまると、湿気などで絶縁不良になり、火災•感電の原因になります。 
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A 、 、 

汪后、 


を 

•浴室な ど湿気の多い、水のかかる場所で使わない。 

火災•感電-故障の原因になります。 

•食用油な ど油成分の浮遊している場所で使わない。 

ひび割れ-落下によるけびの原因になります。 

•乗ったり 寄りかかったりしない。 

転倒によるけびや故障の原因になります。 

•本 製品を、他の用途や屋外で使用しない。 

この製品は、室内用の加湿器です。他の目的や屋外で使用すると、けびや故障の原因に 
なります。 

• 可燃性のらのや乂のついたタバコやもち香などを近づけない。 

発火することびあります。 

•加湿 吹出□や吸気□に指や金属物などの異物を入れない。 

感電-故障の原因になります。 

•ベンジン やシンナーで拭いたり、殺虫剤をかけない。 

ひび割れや感電-火災の原因になります。 

•本 製品に腰掛けたり、物を載せない。 

故障の原因になります。 

〇 

必ず実施 

•差込 プラグを抜くときは、電源コードを持たずに、必ず差込プラグを持って 
抜く。 

コードび破損し、乂災•感電-ショートの原因になります。 

•長時間 使わないときは、必ず差込プラグをコンセントか5抜く。 

絶縁劣化により火災-感電の原因になります。 
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J ま用上のごま意 



•不安定な 場所で使わない。倒したり、傾けたりして使わない。 

転倒-落下によるけびや故障の原因になります。 


• 直射日光の当たる場所で使わない。 

誤動作や変色の原因になります。 


• 暖房機器など熱いものに近づけない。 

熱により、変形•変色の原因になります。 


• 電源コードに本体または重いものを載せたり挟み込んだりしない。 

電源コードび破揚し乂災-感電の原因になります。 


• 濡れた場所の上に置かない。 

故障の原因になります。 

§ 

• 本体のお手入れに洗剤を使わない。 

本体を傷めたり、割れたりする恐れびあります。 

• テーブルや机の下で使用しない。 

加湿吹出□の上をふさぐと、霧（湿った空気）び部屋中に行さ渡りません。 

故障の原因になります。 

• 塩素系、酸性およびアルカリ性洗剤は使用しない。 

各部品び傷付いたりする恐れびあります。 


• 電気製品やパソコン-精密機器の近くでは使用しない。 

機器の故障を弓1さ起こす場合びあります。 


• 加湿吹出□を壁面に向けない。 

霧にあたり続けると、壁紙を傷める恐れびあります。 


• 運転中にタンクを外さない。 

水び飛び散る恐れびあります。 


• イオン交換樹脂フィルターを使わずに運転しない。 

カルキの白い粉び飛散する恐れびあります。 


• フタを外したまま運転しない。 

故障の原因となります。 


•運ぶ ときは、本体底を持つ。 

落下し、故障の原因になります。 


• タンクには水道水を入れる。 

ホ水などを使用すると、故障の原因になります。 

必ず実施 

•一週間 仪上使用しない場合は、必ずタンクの水を捨てる。 

水び入ったまま放置しておくと、異臭や故障の原因になります。 
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^ 設置場戸斤につし、て 

仪下を参考にして、設置する場所を決めてください。 


•安定し た水平な台の上に置く 


参 周囲との距離を十分あける 

本体の誤動作および加湿による 
壁-家具などの変形やシ^防止の 
ためち図のように周囲との距離を 
十分にとってください。 


•テレビ •ラジオ•電波時計 
などの電波を利用ずる機器 
か5は Im 於上離ず 

電波障害の原因になります。 


(上 






A \ 注意 

次のような場所には設置しないでください。 

•直射日光の 当たる場所や暖房機などの近く。 

変形-変色の原因になります。 

•加湿 吹出□や吸気□をカーテンなどで;或さぐ場所。 
故障の原因になります。 






















J 


•ロロ p のなまス 
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■ 付属品 


※黒い部品袋に入っています。 



■ 操作パネル※電源ランプ-給水ランプは、点なしないと見えません。 



電源ランプ 


電源-加湿調節ツマ^を回すと、緑の光び点な 



給水ランプ 


タンクの水びなくなると、ホい光び点滅 



. 電源•加湿調節ツマミ J 


♦ちに 回すと運転開始 
※最小 （ MIN ) 約280〜最大 ( MAX ) 
約400 m 《/ h まで加湿量の調節可能 
※タンク満水（約 4.0 ので 
最小 （ MIN ) 運転時約14時間〜 

最大 ( MAX ) 運転時約10時間加湿可能 


(周りの温度•湿度条件により異なります） 

• 「カチッ」となるまで左に回すと運転停止 
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^ ご使用前の準備 ^ 

■ Ag + ク□スを取付プレートにセットし、本体に取り付ける 

1 付属の袋か5取付プレートと Ag + ク□スを取り出す 


2 


Ag + ク□スを取付プレートにセットずる 



夕 


本体からタンクを取り出ず 




夕 Ag + ク□スをセットした取付プレートを、 
本体の突起の位置に合わせて取り付ける 
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■タンクに 水を入れる 


タンクキャップをはずし、 

タンクに水を入れる 

イオン交換樹脂フィルターに 
ミ主意しなびらはずしてください。 

《 MAX の位置じ Lb 入れないでくださし、。 



/ K 注意 

必ず水道水（飲用）を入れてください。 

•一般に 水道水は塩素殺菌処理されており、雑菌び繁殖しにくいためです。 
•タンクの 水は毎日新しい水道水と入れかえ、本体内部は常に清潔に保つよう定期 
的にお手入れしてください。 

お手入れをせずに使い続けると、カビや雑菌び繁殖し、悪臭の原因になります。体質によっては、過敏に 
反応し、健康によくないことびあります。 

じ(下のような水はタンクに入れないでください。 

•浄水器の 水、アルカ IJ イオン水、^ネラルウォーター、井戸水などはカビや雑菌 
び繁殖しやすくなります。 

•40 む！;^上のお湯やア□マオイル、化学薬品、巧れた水、芳香剤、洗剤を入れた 
水などは、製品の変形•故障の原因になります。 


^ 給水後、タンクキャップを 
しっかり閉め、タンクを 
本体に取り付ける 


水ちれびないことを確認し、 
タンクの周りについた水滴は 
必ず拭さ取ってください。 



夕 


本体にフタを取り付ける 
























^ 運転ずる 

■運転と 停止 


^ 電源プラグをコンセントに差し込む 


え 電源-加湿調節ツマミをもに回して 
運転を開始ずる 

電源 

最大 (MAX) 約400 /77《/h まで 

加湿量の調節巧能です。 〇 

給水 



3 電源•加湿調節ツマミを左に回して 
運転を停止ずる 


〇く 〇 肖な： ) 

電源 


〇 



■給水 ランプび点滅した！5 

タンクの水びなくなると、給水ランプび 
点滅し、運転を自動的に停止します。 
タンクに水を入れて本体に取り付けると、 
再び運転を開始します。 


〇 

電源 

\ I / _ 

-〇 — くく 庶威） 
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. お手入れと収納 

J 

お手入れのしかた 



A 警告 

•お 手入れの際は必ず差込プラグをコンセントから抜いてください。感電やけびの原因になります。 

♦お 手入れに塩素系-酸性タイプの洗剤は使用しないでください。洗剤から有毒ガスび発生する原因になります。 
•使用 中や使用直後はお手入れしないでください。感電やけびの原因になります。 


■タンク 


給水のたびに洗ラ 


タンクに少量の水を入れ、タンク夺ャップを 
閉めて振り洗いする。 

また、月]回程度タンクの中をよくしぼった 
柔らかい巧で拭さ取る。 

巧れび落ちにくいとさは、薄めた台所用合成洗剤を使用してください。 
その際は、洗剤び残らないようしっかりすすいでください。 



■本体- フタ 2週間に1回程度 
» 本体からタンクを取り出ず 


ク 


本体に残っている水を排水ずる 


/ K 注意 

送風□に水び入らないようご注意ください。 
電気部品びミ請れ、故障の原因になります。 



3 水またはめるま湯（40でな下）を 
含ませた柔らかい巧を、よくしぼって 
巧:を取る 

/ K ま意 

•水を かけないでください。感電•けび-故障の原因になります。 

參 アルコール-シンナー-ベンジン-みびさ粉などは使用しないでください。 
製品を傷めることびあります。 

•化学 ぞうきんを使用する際は、そのミ主意書きに従ってください。 
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■スポンジ フイルター 1週間に1回程度 

» 本体から吸気カバーをはずず 


① くぼみに人差し指を入れ、押し上げる。 

② 押し上げたまま、手前に引く。 

③ そのまま下に引く。 





2 スポンジフイルターをはずして 
掃除機でほこりを吸い取る 


スポンジフイ ルター 


3 スポンジフイルターと吸気カバーを 
元通り本体にセツトずる 




① 吸気カノ（一の凸部を本体の穴に 
差し込み、押し上げる。 

② 押し上げたまま吸気カノ（一の 
ツメを吸気□の穴に押し込む。 




〈下から見た図〉^ 



14 











































































































■加湿 カバー 2週間に1回程度 

■ タンクを取り出してから 
加湿カバーをはずず 

加湿カバーは、タンクを 
取り出さないとはずせません。 

ス 水洗いをして巧れを落とす 

加湿カバー外側の水気は拭さ取ってください。 

み 加湿カバーを本体にセットずる 



■取 付プレートの交換 シーズンの初めに必ず行ラ 

* 本体か5タンクを取り出す 


2 


ちい取付プレートを取り出し、 
新しいもの（別売）と交換する 


Ag+ ク□スの交換は 
1力月に1回程度 

色び抜けて白くなってさたら 
交換時期です。 


取付プレート 新しし、 Ag + ク□ス 



古い Ag + ク□ス 


3 取付プレートを本体にセットする 

本体の突起の位置とプレートの 
穴位置を合わせてください。 


A タンクを本体に取り付ける 
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■イオン 交換樹脂 フイルターの 交換 


シーズンの初めに必ず行ラ 



本体からタンクを取り出ず 



2 タンクを水場へ持って行き、 
タンクキャップをはずず 

イオン交換樹脂フィルターに 
注意しなびらはずしてください。 



3 ちいイオン交換樹脂フイルターを 
はずし、新しいもの（別売）と 
交換ずる 


古いイオン交換 
樹脂フィルター 


4 交換後、タンクキャップを 
タンクに取り付ける 



新しいイオン交換 
樹脂 フイルター 




S タンクを本体に取り付ける 





















収納のしかた 


•お 手入れのあと、各部の水分をよくおさ取り、陰干しして十分乾燥させてください。 
•お買い上げ 時の箱に入れるか、ポリ袋などで包み、湿気の少ない所に収納してください。 




故障かな？と思った5 


使用中に異常び生じた場合は、修理を依頼される前に本書をよくお読みのうえ、下記の点 
を確認してください。 



それでも解決できないときは 

•ご 購入の販売店、またはアイ U スコールにお問い合わせください。 
/!\警告 ご自分での分解-修理-改造はおやめください。 
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、仕様 


品 番 

UHM - 4001 、 

電 源 

AC 100 V 已 0/60 HZ 

定格消費電力 

90 W 

加湿量^1 

最小 （ MIN .) 運転時:約 140 mfi / h 最大 ( MAX .) 運転時:約 400 mfi/h 

加湿時間 

最小 （ MIN .) 運転時:約28時間最大 ( MAX .) 運転時:約] 0時間 

超化\床面積 

木造和室：11 rri (7 畳）プレ八ブ洋室：]8の2 (1 1畳） 

タンク容量 

約 4.0 e 

製品サイズ 

幅37日 mmx 奥行19日 mmx 高さ 3] 7 mm (コード含まず） 

製品重量 

約4.日 kg (水無し） 

1 電気代^2 

] 時間当たり約2円 J 


加湿量は、室温20で、湿度約日0%の場合の目安です。 

《2電気代は、 ] kw / h あたり22円を目安に計算した場合です。 


丹お□口 


□八 イブリツド加湿器「交換部品セット H 目 K -3 巨 J 


参 イオン交換樹脂フィルター、 
Ag + ク□ス、取付プレート 
は消耗品ですので、 
決められた時期に 
交換してください。 



フィルター X 1個 取付プレート X 1枚 X 己枚 

※本製品には使用 
しません。 
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保証と アフターサービス 


必ずお読みください。 

■保証書 

お買上げの際に、所定の事項び記入されている保証書を販売店より必ずお受け取り<ださい。 
保証書びありませんと、無料修理保証期間中でわ代金を請求される場合びありますので、大切に 
保管してください。 

■保証期間 

保証期間は、お買上げ曰より]年間です。 

無料修理保証期間中に故障び起さた場合は、保証書をご提示の上、お買上げの販売店に修理を 
ご依頼ください。詳しくは、保証書をご覧ください。 

■保証期間 経過後の修理 

お求めの販売店にご相談ください。修理により製品の機能び維持でさる場合には、ご要望により 
有料にて修理致します。 

■補修 用性能部品の保有期間について 

弊社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り後、最低5年間保有しています。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■アフター サービスについてご不明な点は 

お買上げの販売店またはアイ IJ スコールにお問い合わせください。 
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アイ U ス Tf ■ヤ 7 祝式舍社 

干 980-8510 仙台市青葉区五橋 2 T 目12香1号 
ホームページ http://www.irisohvanna.co.jp/ 


お問い合わせはお気軽にアイリスコールに 

L ァィリスコ习受付時間 9:00 〜 17:00 


0120 -211-299 


P0 50609 -010-THH 




